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I． 諸 言  

１ . ア イ ス ホ ッ ケ ー の 概 要  

ア イ ス ホ ッ ケ ー は , ス ケ ー ト リ ン ク 上 で 通 常 ゴ ー ル キ ー パ ー 1 名（ 以

下 G K と す る ） , フ ォ ワ ー ド 3 名 , デ ィ フ ェ ン ス 2 名 の 計 6 名 ず つ の 2

チ ー ム で 行 わ れ , ス テ ィ ッ ク を 使 用 し て 硬 質 ゴ ム で 出 来 た パ ッ ク を 相

手 の ゴ ー ル に 入 れ て 得 点 を 競 う 競 技 で あ る .  

 

2 . 先 行 研 究  

1 ） NH L に お け る ア イ ス ホ ッ ケ ー 分 析 の 歴 史  

ア イ ス ホ ッ ケ ー の ゲ ー ム 分 析 は , NHL（ Na tion al  Ho cke y Le ag ue ）が

191 7-18 年 に 開 始 さ れ て か ら , ゴ ー ル , ペ ナ ル テ ィ を 始 め 基 本 的 な ボ ッ

ク ス ス コ ア の 記 録 が な さ れ 1 3 ) 1 6 ) ,  そ の 後 ペ ナ ル テ ィ 時 の ゴ ー ル , シ ョ

ッ ト , セ ー ブ と 増 え て い き , 19 59 -6 0 年 に は NH L で 1 選 手 が 出 場 し て

い る 際 の 得 失 点 差 を 表 す「 プ ラ ス マ イ ナ ス 」が , 公 式 に 記 録 さ れ る よ う

に な っ た 9 ) 1 5 ) . ま た ,2 000 年 代 初 頭 か ら , ア イ ス ホ ッ ケ ー の フ ァ ン で あ

る ブ ロ ガ ー や ア マ チ ュ ア 統 計 学 者 に よ る 高 度 な NH L の 分 析 と 新 し い

パ フ ォ ー マ ン ス 指 標 の 開 発 が 進 め ら れ て き た 1 3 ) 2 1 ) . そ の 潮 流 の 中 で , エ

ド モ ン ト ン ・ オ イ ラ ー ズ の ブ ロ ガ ー で あ る ヴ ィ ッ ク ・ フ ェ ラ ー リ が 新

た な シ ョ ッ ト の 試 み を 測 定 す る 「 Co r s i 」 を , カ ル ガ リ ー ・ フ レ イ ム ズ

の ブ ロ ガ ー で あ る マ ッ ト ・ フ ェ ン ウ ィ ッ ク が 同 じ く シ ョ ッ ト ア テ ン プ

ト を 測 定 す る 「 Fenw i ck 」 を 考 案 し た 1 ) 9 ) 1 3 ) .  Cor s i と は , ミ ス シ ョ ッ ト

（ ネ ッ ト を 外 れ た シ ョ ッ ト ）, ブ ロ ッ ク シ ョ ッ ト（ 相 手 に ブ ロ ッ ク さ れ

た シ ョ ッ ト ） , セ ー ブ さ れ た シ ョ ッ ト , ゴ ー ル に な っ た シ ョ ッ ト を 含 む ,

試 行 さ れ た 全 て の シ ョ ッ ト の こ と を 指 す 2 ) 9 ) 2 1 ) 2 2 ) .  

Elo mo ら（ 20 15 ）に よ る と , Co rs i の 差 が 大 き い , ま た は 比 率 が 高 い ほ
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ど , パ ッ ク を 保 持 し て い る 時 間 が 長 く , よ り 多 く の シ ョ ッ ト チ ャ ン ス が

あ り , パ ッ ク ポ ゼ ッ シ ョ ン の 長 さ と シ ョ ッ ト チ ャ ン ス , シ ョ ッ ト ア テ ン

プ ト の 変 数 の 間 に は , 非 常 に 高 い 相 関 関 係 が あ る と も 述 べ ら れ て い る .

パ ッ ク ポ ゼ ッ シ ョ ン の 代 用 と し て Co rs i が 使 用 さ れ る こ と も あ る 2 ) 1 1 ) .

類 似 の 集 計 方 法 で あ る Fenwi ck は Co rs i か ら ブ ロ ッ ク シ ョ ッ ト を 除 い

た も の で , 相 手 の ブ ロ ッ ク シ ョ ッ ト（ シ ョ ッ ト を ブ ロ ッ ク す る こ と ）の

ス キ ル の 高 さ の 要 素 を 除 外 し , よ り 純 粋 な シ ュ ー タ ー の デ ー タ が 収 集

で き る と い う 利 点 が あ る 2 ) 2 1 ) が , サ ン プ ル サ イ ズ が 縮 小 さ れ る . そ の 登

場 は , ア イ ス ホ ッ ケ ー 界 に お い て , 大 き な 改 革 で あ っ た . 他 に

も , Kr zywi cki ら に よ り シ ョ ッ ト の 質 の 評 価 モ デ ル が 構 築 さ れ た . NH L

の チ ー ム で は プ レ ー デ ー タ 等 の 分 析 を 行 う ア ナ リ ス ト が 雇 わ れ て お

り 1 2 ) 1 3 ) , 各 チ ー ム で 独 自 に 分 析 が 行 わ れ て い る .  

 

2 ） 国 内 に お け る ゲ ー ム 分 析  

国 内 で ア イ ス ホ ッ ケ ー の ゲ ー ム 分 析 を 行 っ て い る 研 究 は 数 少 な い .

中 で も シ ョ ッ ト の ス タ ッ ツ に 着 目 し た 研 究 で は , 驚 く べ き こ と に 渡 部

ら （ 197 1 ） に よ っ て 5 0 年 以 上 も 前 に 現 代 の Co r s i と 同 様 の シ ョ ッ ト

試 行 数 の 集 計 方 法 が 使 用 さ れ , 勝 っ た チ ー ム の 方 が シ ョ ッ ト 数・得 点 率

共 に 高 い 傾 向 に あ る こ と が 明 ら か に な っ た . そ れ 以 降 は , 神 戸 大 学 学 生

の 大 木（ 20 13 ）, 桑 田（ 20 14 ）ら に よ り シ ョ ッ ト 数 , ペ ナ ル テ ィ ー 時 間 ,G K

の セ ー ブ 率 と 勝 敗 に 関 連 性 が あ る と 示 さ れ , 島 野 ら（ 202 0 ）に よ り 動 画

解 析 技 術 の 提 案 が な さ れ た が , 海 外 の シ ョ ッ ト 研 究 で 扱 わ れ て い る よ

う な シ ョ ッ ト の 種 類 , シ ョ ッ ト の 位 置 , 数 的 状 況 を 対 象 と し て 日 本 の 試

合 が 分 析 さ れ た 研 究 は な く , シ ョ ッ ト の 分 析 項 目 の 定 義 づ け が 明 確 に

な さ れ て い る 文 献 も 皆 無 で あ る . ま た 指 導 現 場 に お い て も , 他 競 技 の よ
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う に 統 計 学 的 な ア プ ロ ー チ に よ る ゲ ー ム 分 析 が 浸 透 し て い な い の が

現 状 で あ る .  

 

3 . 研 究 目 的  

本 研 究 で は , 海 外 の 文 献 や 資 料 を 参 考 に し て 国 内 の ア イ ス ホ ッ ケ ー

に お け る ゲ ー ム 分 析 の 基 盤 と な る 指 標 を 作 成 し , 提 示 す る こ と が 第 一

の 目 的 で あ る . そ し て そ の 指 標 に 基 づ い た ス タ ッ ツ の 収 集 に よ り , 国 内

の シ ョ ッ ト デ ー タ の 傾 向 と , ど の よ う な 要 素 が 得 点 率 と 関 連 性 が あ る

の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た .  

ま た , 本 研 究 で は 得 点 要 因 に 関 す る 仮 説 を 5 つ 立 て た .  

仮 説 1「 S na p や Tip -i n の 方 が , そ の 他（ Ba c kh and ,  S l ap ,  W r ap  aro und ,  

Wr is t ） に 比 べ , 得 点 し や す い だ ろ う . 」  

仮 説 2 「 ゴ ー ル 付 近 の エ リ ア 5 が そ の 他 の エ リ ア よ り も 得 点 し や す

い だ ろ う . 」  

仮 説 3 「 Po wer pl a y （ 数 的 有 利 ） 時 は , そ の 他 （ E ven （ 数 的 同 数 ） と

Shor t -h and ed （ 数 的 不 利 ）） に 比 べ 得 点 率 が 高 く な る . 」  

仮 説 4「 リ バ ウ ン ド 後 の シ ョ ッ ト 方 が , そ れ 以 外 の シ ョ ッ ト に 比 べ て

得 点 し や す い だ ろ う . 」  

仮 説 ５ 「 利 き 手 に よ っ て 得 点 し や す さ は 変 わ ら な い . 」  

 

I I . 研 究 方 法  

1 . 分 析 対 象 お よ び 時 期  

関 東 大 学 ア イ ス ホ ッ ケ ー リ ー グ 戦 Di vis io n  I  G rou p  A の 8 チ ー ム が

出 場 し て い る 試 合 を 対 象 と し , 2 02 2 年 の 秩 父 宮 杯 関 東 大 学 ア イ ス ホ ッ

ケ ー 選 手 権 大 会 A グ ル ー プ の 9 試 合 , 関 東 大 学 ア イ ス ホ ッ ケ ー リ ー グ
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戦 Di vi s ion  I  1 s t リ ー グ  G rou p  A  の 13 試 合 , 計 22 試 合 を 対 象 と し た .  

2 . 分 析 項 目  

測 定 項 目 は , ゴ ー ル に 向 け て シ ョ ッ ト を 打 っ た 場 面 を 対 象 に , 「 シ ョ

ッ ト の 結 果 」 ,「 シ ョ ッ ト の 種 類 」 ,「 シ ョ ッ ト の 位 置 」 ,「 数 的 状 況 」 ,

「 リ バ ウ ン ド の 有 無 」 , 「 シ ュ ー タ ー の 利 き 手 」 の 6 項 目 を 集 計 し た .  

 

1 ） シ ョ ッ ト の 結 果 （ Outco me ）  

結 果 は , 先 に 述 べ た Co rs i 評 価 の 指 標 を 参 考 に 分 類 し た .  

結 果 を ゴ ー ル（ G oa l）, セ ー ブ（ S a ve）, ブ ロ ッ ク（ Blo ck ）, ミ ス（ Mi ss ）

の 4 種 類 に 分 け , ゴ ー ル は 攻 撃 側 の 選 手 の ス テ ィ ッ ク に よ っ て ゴ ー ル

ポ ス ト 内 の ゴ ー ル ラ イ ン を 越 え , レ フ ェ リ ー に よ っ て 正 式 に ゴ ー ル と

判 定 さ れ た も の と し た . セ ー ブ は GK に よ っ て セ ー ブ さ れ た シ ョ ッ ト

と し , 相 手 選 手 に 当 た っ て か ら G K が セ ー ブ し た 場 合 も セ ー ブ に 分 類

し た . ブ ロ ッ ク は 相 手 選 手 の 体 や ス テ ィ ッ ク に 当 た っ て 入 ら な か っ た

シ ョ ッ ト , ミ ス は シ ョ ッ ト が ゴ ー ル を 外 れ , 相 手 選 手 に ブ ロ ッ ク さ れ る

こ と な く ,G K に セ ー ブ さ れ な か っ た も の を 指 し , ゴ ー ル ポ ス ト に 当 た

っ て ノ ー ゴ ー ル に な っ た も の も 含 め た . 明 ら か に 同 チ ー ム の 選 手 へ 向

け た パ ス と 判 断 さ れ る も の は 集 計 か ら 除 外 し た .  

 

2 ） シ ョ ッ ト の 種 類 （ Sho t  T ype s ）  

バ ッ ク ハ ン ド シ ョ ッ ト （ Ba ckh and ） , ス ラ ッ プ シ ョ ッ ト （ Sl ap ） , ス

ナ ッ プ シ ョ ッ ト（ Sn a p ）, チ ッ プ イ ン（ Ti p -i n）, ラ ッ プ ア ラ ウ ン ド（ Wr a p  

aro und ） , リ ス ト シ ョ ッ ト （ Wri s t ） の 6 種 類 に 分 類 し た .  
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（ 1 ） バ ッ ク ハ ン ド シ ョ ッ ト （ Ba ckhan d ）  

ス テ ィ ッ ク を 持 つ 際 , 利 き 手 側 で あ る フ ォ ア ハ ン ド に 対 し て , ブ レ ー

ド の 逆 側 は バ ッ ク ハ ン ド と 呼 ば れ る 1 1 ) 1 9 ) . バ ッ ク ハ ン ド 側 で シ ョ ッ ト

を 打 つ こ と を バ ッ ク ハ ン ド シ ョ ッ ト と 呼 ぶ . 今 回 は チ ッ プ イ ン・ラ ッ プ

ア ラ ウ ン ド 以 外 の バ ッ ク ハ ン ド に よ り 打 た れ た シ ョ ッ ト を バ ッ ク ハ

ン ド シ ョ ッ ト に 分 類 し た .  

 

（ 2 ） ス ラ ッ プ シ ョ ッ ト （ Sl ap ）  

「 ス ラ ッ プ ・ シ ュ ー ト は , ス テ ィ ッ ク を 後 方 に 振 り 上 げ , 氷 上 に あ る

パ ッ ク に 打 ち 下 し て シ ュ ー ト す る 」（ 大 室 , 199 6, p. 71 ）と さ れ , テ イ ク バ

ッ ク が 大 き く リ リ ー ス ま で 時 間 が か か る が , 最 も 威 力 が 高 い と さ れ て

い る 1 1 ) . バ ッ テ ィ ン グ と も 呼 ば れ る 3 ) 1 8 ) 1 9 ) .  

 

（ 3 ） ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト （ Sn ap ）  

「 一 般 的 に 使 わ れ る シ ュ ー ト で , ス ラ ッ プ ・ シ ュ ー ト よ り も バ ッ ク ・

ス イ ン グ を 短 く し て 行 な う 」（ 大 室 , 199 6, p. 73 ）,「 パ ッ ク の 少 し 手 前 か

ら , 手 首 を き か せ て 瞬 間 的 に 打 つ シ ュ ー ト 」（ 引 木 , 19 85 ,p .5 0 ）と さ れ て

い る . ま た ,「 ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト は リ ス ト シ ョ ッ ト と 似 て い る が , シ ョ ッ

ト の 直 後 に ス テ ィ ッ ク の ブ レ ー ド を パ ッ ク か ら 離 す 点 が 異 な る 」と リ

ス ト シ ョ ッ ト と の 類 似 性 も 述 べ ら れ て い る （ I n te rn a t ion al  I ce  Ho cke y  

Feder a t ion ,  20 07 ） 1 .  

 

 

1 原 典 に 当 た る こ と が で き な か っ た た め , E lo mo  e t  a l . , 2 015 ,  p . 10 よ り 引

用 し た .  
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（ 4 ） チ ッ プ イ ン （ Ti p- in ）  

「 ゴ ー ル 近 く に い る プ レ ー ヤ ー が 味 方 か ら の パ ス を 自 分 の ス テ ィ

ッ ク の ブ レ ー ド に 当 て て 角 度 を 変 え 」（ 大 室 ,19 96 ,p .7 4 ）ス コ ア リ ン グ

を す る こ と で あ る .  

 

（ 5 ） ラ ッ プ ア ラ ウ ン ド （ Wr ap  ar ound ）  

ゴ ー ル の 裏 , も し く は 横 か ら 回 り 込 ん で 行 う シ ョ ッ ト で あ る .  

 

（ 6 ） リ ス ト シ ョ ッ ト （ Wri st ）  

「 手 首 の ひ ね り だ け で 行 な う シ ュ ー ト 」（ 大 室 ,1 996 , p.7 0 ）で あ り , ス

ナ ッ プ シ ョ ッ ト よ り も ブ レ ー ド と 接 触 し て い る 時 間 が 比 較 的 長 い .  

 

NH L で 公 表 さ れ て い る 2 02 2 -2 3 シ ー ズ ン の 全 チ ー ム の シ ョ ッ ト 統

計 （ S ho ts  b y  T ype ） フ ァ イ ル を w ww .nh l . co m か ら 収 集 し , 図 表 を 作 成

し た （ 表 1 , 図 1 ） 1 4 ） . シ ョ ッ ト の 種 類 は 上 記 6 種 類 に 加 え , デ ィ フ レ ク

シ ョ ン の 項 目 が あ っ た が , Kr zywi cki（ 20 0 5）, Mer tanen（ 2 01 9）の シ ョ

ッ ト の 分 類 を 参 考 に し , チ ッ プ イ ン と デ ィ フ レ ク シ ョ ン は 同 じ シ ョ ッ

ト タ イ プ と 見 な さ れ る こ と も あ る 1 8 ） こ と か ら , 今 回 は チ ッ プ イ ン と 合

計 し て 集 計 し た .  

 

表 1 . NHL の シ ョ ッ ト タ イ プ 別 ゴ ー ル ・ シ ョ ッ ト 数 と 割 合  

（ 202 2 -23 シ ー ズ ン ）  

http://www.nhl.com/
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図 1 . NHL の シ ョ ッ ト タ イ プ 別 ゴ ー ル 数  

 

表 1 に よ る と , ゴ ー ル 数 , シ ョ ッ ト 数 共 に リ ス ト シ ョ ッ ト が そ れ ぞ れ

403 0 本 ,44 79 8 本 で 約 50 % と 大 半 を 占 め て お り , 次 い で ス ナ ッ プ シ ョ ッ

ト が 1 557 本 （ 19 .2 % ） ,1 329 1 本 （ 1 6. 3% ） と な っ て い る .  

 

3 ） シ ョ ッ ト の 位 置 （ Sho t  Are a ）  

Krue ger ら （ 2 02 1 ） に よ り 設 定 さ れ た 「 シ ョ ッ ト ゾ ー ン 」 1 0 ) を 参 考

に , さ ら に ス ケ ー ト リ ン ク を 12 分 割 す る シ ョ ッ ト エ リ ア を 作 成 し た

（ 図 2 ）. ス ケ ー ト リ ン ク は ２ 本 の ブ ル ー ラ イ ン と 呼 ば れ る ラ イ ン に よ

っ て ３ 分 割 さ れ て お り , 敵 陣 側 の ゾ ー ン を オ フ ェ ン シ ブ ゾ ー ン

Goals Shots

# Dist Int Rate # Dist Int Rate # Dist

Backhand 682 8.4% 9.6% 6,436 7.9% 90.4% 7118 8.0%
Slap 715 8.8% 7.0% 9,442 11.6% 93.0% 10157 11.4%
Snap 1557 19.2% 10.5% 13,291 16.3% 89.5% 14848 16.6%

Tip/Dflct 1074 13.2% 13.9% 6,650 8.2% 86.1% 7724 8.6%
Wrap 57 0.7% 7.4% 716 0.9% 92.6% 773 0.9%
Wrist 4030 49.7% 8.3% 44,798 55.1% 91.7% 48828 54.6%
Total 8115 100.0% 9.1% 81333 100.0% 90.9% 89448 100.0%

Shot Type
Total

682 715

1557

1074

57

4030

0

1000

2000

3000

4000

Backhand Slap Snap Tip-in Wrap Wrist（本）
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（ Of fens i ve  Zon e ） , も し く は ア タ ッ キ ン グ ゾ ー ン （ A tta ck ing  Zon e ）

と 呼 び , 真 ん 中 の ゾ ー ン を ニ ュ ー ト ラ ル ゾ ー ン （ Ne u tr a l  Zon e ） , 自 陣

側 を デ ィ フ ェ ン シ ブ ゾ ー ン（ D efen si ve  Z one ）, も し く は デ ィ フ ェ ン デ

ィ ン グ ゾ ー ン （ Defe ndin g  Zone ） と 呼 ぶ 6 ) 1 0 ） .  

オ フ ェ ン シ ブ ゾ ー ン 内 の 2 箇 所 の フ ェ イ ス オ フ ス ポ ッ ト（ 赤 い 円 の

中 心 ）と ゴ ー ル ラ イ ン（ 図 3 ）を 目 印 と し て , ま た , ゴ ー ル や ス ケ ー ト リ

ン ク の 中 心 を 境 に A , B と し , 1 A, 1B,2 A ,2 B, 3A ,3 B, 4 A, 4B,5 A ,5 B の 1 0 箇

所 に , ブ ル ー ラ イ ン よ り 外 側 を 6 A ,6 B の 2 箇 所 に , 計 1 2 箇 所 の エ リ ア

に 分 け て 集 計 し た .  

 

図 2 . シ ョ ッ ト エ リ ア の 区 分 （ 1 2 分 割 ）  

4B

4A 5A

2B5B
6B

3B 1B

2A

3A 1A
6A
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図 3 . ラ イ ン の 名 称 （ 公 式 国 際 競 技 規 則 を 元 に 作 成 ）  

 

4 ） 数 的 状 況 （ S t ren gth ）  

ア イ ス ホ ッ ケ ー は 通 常 G K1 名 , プ レ イ ヤ ー 5 名 の 計 6 名 が 試 合 中 に

氷 上 に 出 る こ と を 許 さ れ て い る . 反 則 が 起 こ る と 2 〜 5 分 間 , も し く は

そ れ 以 上 の 時 間 , G K を 除 く プ レ イ ヤ ー は ペ ナ ル テ ィ ボ ッ ク ス と 呼 ば

れ る 場 所 に 入 ら な く て は な ら な い . そ の 際 に 数 的 有 利・不 利 な 状 況 が 発

生 す る . プ レ イ ヤ ー 人 数 が 通 常 の 5 対 5, 両 チ ー ム 同 名 ず つ ペ ナ ル テ ィ

を 受 け て い る ４ 対 4 , ３ 対 3 （ 3 名 以 下 に は な ら な い 7 ）） の 同 数 の 状 況

を イ ー ブ ン （ E ven,  EV ） と し ,5 対 4 ,5 対 3 な ど シ ョ ッ ト を 打 っ た チ ー

ム が 数 的 優 位 に あ る 状 況 を パ ワ ー プ レ イ （ Powe r pl ay ,  P P ） ,4 対 5 や

ゴールライン

ブルーライン

ゴールライン

フェイスオフ

スポット フェイスオフサークル

ブルーライン

センターライン

ゴールクリーズ
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3 対 5 な ど の 数 的 不 利 な 状 況 を シ ョ ー ト ハ ン ド （ Sho r t-h anded ,  S H ）

と し た . ま た , 戦 略 と し て 試 合 終 了 間 近 で 点 差 が 近 い 時 な ど に , 得 点 を

狙 う た め に G K を ベ ン チ に 戻 し て プ レ イ ヤ ー 6 名 で 攻 撃 す る 場 合 が あ

る が , そ の 際 は 6 対 5 と し て パ ワ ー プ レ イ に 分 類 し た .  

Cor s i や ゴ ー ル 期 待 値（ xG 値 ）な ど の 一 般 的 に ゲ ー ム 分 析 に 使 用 さ

れ る 統 計 は 5 対 5 の プ レ ー の み を 基 準 に す る 傾 向 が あ る が 1 2 ) , 本 研 究

で は よ り 多 く の 調 査 結 果 を 得 る べ く パ ワ ー プ レ イ , シ ョ ー ト ハ ン ド の

状 況 も 対 象 と し た .  

 

5 ） リ バ ウ ン ド （ Rebo und ）  

リ バ ウ ン ド に つ い て , ア メ リ カ の 産 業 シ ス テ ム 工 学 学 会 に て

Krue ger ら （ 20 21 ） に よ り 以 下 の よ う に 述 べ ら れ て い る .  

“A  rebo und  in  ho cke y  i s  an y  sho t  th a t  o ccu rs  d i re ct l y  a f te r  a  sa ve  

by  the  go al tende r ,  wi tho u t  an y  s top pa ge  i n  p l a y be tween  the  s ave  and  

sho t . ”  （ Kr ue ger  e t  a l . ,  20 21 , p .10 9 ）  

（ ア イ ス ホ ッ ケ ー に お け る リ バ ウ ン ド は , ゴ ー ル テ ン ダ ー（ キ ー パ ー ）

に よ る セ ー ブ の 直 後 に , セ ー ブ と シ ョ ッ ト の 間 に プ レ ー が 止 ま る こ と

な く 発 生 し た シ ョ ッ ト の こ と で あ る . ）（ 著 者 訳 . 以 下 , 特 に 断 り が な い

限 り 英 語 訳 は 著 者 に よ る . ）  

先 行 研 究 で は G K の セ ー ブ か ら 0 . 5 秒 以 内 に 発 生 し た シ ョ ッ ト が リ

バ ウ ン ド と さ れ て い た 9 ) が , 大 学 リ ー グ で は 0. 5 秒 以 内 に 打 た れ た リ

バ ウ ン ド の デ ー タ サ ン プ ル が 非 常 に 少 な か っ た た め , 本 研 究 に お い て

は 対 象 を 広 げ , GK の セ ー ブ の 後 ,3 秒 以 内 に 発 生 し た シ ョ ッ ト を リ バ

ウ ン ド と 定 義 し た .  
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6 ） シ ュ ー タ ー の 利 き 手 （ Le f t/R ig ht -H an ded ）  

ア イ ス ホ ッ ケ ー で 使 用 す る ス テ ィ ッ ク は , シ ャ フ ト と 呼 ば れ る 柄 の

部 分 と ブ レ ー ド と 呼 ば れ る 先 の 部 分 に 分 か れ て お り , ブ レ ー ド が 右 に

湾 曲 し て い れ ば レ フ ト ハ ン ド , 左 に 湾 曲 し て い れ ば ラ イ ト ハ ン ド の ス

テ ィ ッ ク と な る . シ ョ ッ ト を 打 っ た 選 手 が ど ち ら の ハ ン ド で あ っ た か

を 集 計 対 象 と し た .  
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3. 分 析 方 法  

映 像 分 析 ソ フ ト H udl  Spo r ts co de  ve r .  12 .24 .0 を 用 い て 試 合 映 像 を 区

切 り , 各 プ レ ー 要 素 の タ グ を つ け る , タ ギ ン グ と い う 作 業 を 行 っ た .  

 

4 . 統 計 処 理  

本 研 究 の 分 析 に は I BM S PS S S ta t i s t i c s  ver .  29 .0 . 1 . 0 を 使 用 し た . 有 意

水 準 は 全 て の 検 定 に お い て 5 % 未 満 と し た .  

 

1 ） ゴ ー ル と ゴ ー ル 以 外 の シ ョ ッ ト 割 合 の 比 較  

シ ョ ッ ト を 打 っ た 際 に ゴ ー ル し た 場 合 と ゴ ー ル し な か っ た 場 合 の

分 析 項 目 毎 の 割 合 を 比 較 す る た め に , リ バ ウ ン ド の 有 無 , 数 的 状 況 , シ

ョ ッ ト の 種 類 , シ ョ ッ ト の 位 置 , 利 き 手 の 全 て の 項 目 で カ イ 二 乗 検 定 を

行 っ た . そ の 際 , シ ョ ッ ト の 結 果 に つ い て ゴ ー ル し た シ ョ ッ ト （ Goa l ）

と ゴ ー ル 以 外 の シ ョ ッ ト （ Sa ve ,  B lo ck,  Mis s ） に 分 類 し た . ま た そ の

後 ,Goa l ,  S a ve ,  B lo ck,  M is s と 各 項 目 と で カ イ 二 乗 検 定 を 行 い , 統 計 的

有 意 差 が 見 ら れ た も の に 残 差 分 析  を 行 っ た .  

 

Ⅲ . 結 果  

1 . 標 本 の 基 本 的 特 徴 （ 表 3 ）  

標 本 の 基 本 的 特 徴 を 表 3 に 示 し た . 全 シ ョ ッ ト 試 行 数 に お い て , ゴ ー

ル と な っ た シ ョ ッ ト の 割 合 は 全 体 の 6 .5 %（ 1 89/ 29 05 本 ）で あ り , リ バ

ウ ン ド で あ っ た 場 合 は リ バ ウ ン ド で な い シ ョ ッ ト よ り も 少 な く , 全 体

の 3. 9 % （ 1 17 本 ） で あ っ た . 数 的 状 況 は E ven の 時 が 最 も 多 く , 82 .2 %

（ 248 5 本 ） で あ っ た . シ ョ ッ ト の 種 類 は S nap が 62 .6 % （ 1 893 本 ） と

最 も 多 く , 次 い で Wris t が 1 5. 9%（ 480 本 ）,S l ap が 1 1. 6 %（ 3 38 本 ）で
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あ っ た . ま た シ ョ ッ ト の 位 置 は 全 シ ョ ッ ト 試 行 数 の 内 で は 2 A, 2 B が

19. 0 % （ 57 4 本 ） ,1 7 . 9% （ 54 2 本 ） と 最 も 多 く , ま た A B 間 の 左 右 差 も

±1 .1 % 以 内 で あ り , そ れ ぞ れ ほ ぼ 同 数 で あ っ た . シ ュ ー タ ー の 利 き 手 に

関 し て は , 全 て の シ ョ ッ ト 試 行 に お い て , 左 利 き が 約 4 6 %, 右 利 き が 約

54 % と な っ た .  
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2 . カ イ 二 乗 検 定 の 結 果  

表 3 に お い て カ イ 二 乗 検 定 を 行 っ た 結 果 , 「 シ ョ ッ ト の 種 類 」 , 「 シ

ョ ッ ト の 位 置 」,「 数 的 状 況 」,「 リ バ ウ ン ド の 有 無 」の 項 目 に お い て 統

計 的 有 意 差 が 認 め ら れ た . そ れ ら の 項 目 を 対 象 に 調 整 済 み 残 差 に よ る

残 差 分 析 を 行 っ た （ 表 5 ,6 ,7 ,8 ,9 ） .  

 

表 3  標 本 の 基 本 的 特 徴 （ ゴ ー ル と ゴ ー ル 以 外 ）  

 



 19 

表 4  標 本 の 基 本 的 特 徴 （ ゴ ー ル 以 外 内 訳 ）  
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1 ） シ ョ ッ ト の 種 類 （ 表 5 ）  

「 Ba ckha nd 」 シ ョ ッ ト を 打 っ た 際 , セ ー ブ さ れ る 確 率 が 有 意 に 高 く ,

「 Blo ck 」 時 は 有 意 に 低 い 傾 向 が 認 め ら れ た . 「 Sl ap 」 シ ョ ッ ト 時 は ,

「 Go al 」,「 Sa ve 」の 結 果 と な る 確 率 が 有 意 に 低 い 傾 向 に あ り ,「 M is s 」

の 結 果 と な る 傾 向 が 有 意 に 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た .「 Sn ap 」シ ョ ッ ト 時

は ,「 Go al 」 ,「 Bl ock 」と な る 確 率 が 有 意 に 高 く ,「 Mi ss 」と な る 確 率 は

有 意 に 低 い 傾 向 が 見 ら れ た .「 Ti p -in 」の 際 は「 Go al 」 ,「 Mi ss 」と な る

確 率 が 有 意 に 高 く ,「 S ave 」 ,「 Blo ck 」 と な る 確 率 は 有 意 に 低 い 傾 向 が

認 め ら れ た .  こ れ ら の 結 果 に よ り , 仮 説 3 は 支 持 さ れ た .「 Wris t 」 シ ョ

ッ ト 時 は 「 Goa l 」 す る 確 率 が 有 意 に 低 い 傾 向 が 認 め ら れ た .  

 

表 5  シ ョ ッ ト の 結 果 と シ ョ ッ ト の 種 類 の 残 差 分 析

 

 

2 ） シ ョ ッ ト の 位 置 （ 表 6 ）  

「 1 A 」 , 「 1 B」 か ら の シ ョ ッ ト の 得 点 率 は 有 意 に 低 い 傾 向 が 認 め ら

れ , ブ ロ ッ ク を さ れ る 確 率 が 有 意 に 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た .「 2 A 」,「 2 B」

か ら の シ ョ ッ ト は「 2 A 」の み ゴ ー ル と な る 確 率 が 有 意 に 低 く , そ の 他 は

2 変 数 共 セ ー ブ さ れ る 確 率 が 有 意 に 低 く , ブ ロ ッ ク を さ れ る 確 率 が 有

意 に 高 い 傾 向 が 確 認 さ れ た . 「 3 A 」 は セ ー ブ さ れ る 確 率 が 有 意 に 高 く ,

「 3B」は ミ ス シ ョ ッ ト と な る 確 率 が 有 意 に 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た .「 4 A 」
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は ミ ス シ ョ ッ ト と な る 確 率 が 有 意 に 高 く な っ た .「 4 B」は セ ー ブ さ れ る

確 率 が 有 意 に 高 く な っ た .「 5 A 」 ,「 5 B」 は 共 に 得 点 率 が 30 % を 超 え て

お り , セ ー ブ さ れ る 確 率 も 約 17 % と 他 群 よ り 有 意 に 高 い 傾 向 が 認 め ら

れ , ブ ロ ッ ク シ ョ ッ ト と な る 確 率 は 有 意 に 低 い 傾 向 が 認 め ら れ た .  

 

表 6  シ ョ ッ ト の 結 果 と シ ョ ッ ト の 位 置 の 残 差 分 析  

 

 

3 ） 数 的 状 況 （ 表 7 ）  

表 5 で は 「 Go al 」 群 の 「 E ven 」 が 調 整 済 み 残 差 -2 . 4 （ 75 .1 % ） ,

「 S hor than d 」 は 3 .7 （ 6. 9 % ） で あ り , 他 の 3 群 と 比 較 し 前 者 が 有 意 に

低 く , 後 者 が 有 意 に 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た . 「 Powe r pl ay 時 に 得 点 率 が

高 く な る 」 と い う 仮 説 2 を 支 持 す る 傾 向 は , 認 め ら れ な か っ た .  

 

表 7  シ ョ ッ ト の 結 果 と 数 的 状 況 の 残 差 分 析  
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4 ） リ バ ウ ン ド の 有 無 （ 表 8 ）  

「 リ バ ウ ン ド -Ye s 」 群 に お い て は ,「 Go al 」 群 の 調 整 済 み 残 差 が 7 . 4

（ 13. 8 % ）と 有 意 に 高 く , 逆 に「 Blo ck 」群 で は -7 .4（ 0 .9 % ）と 有 意 に 低

い 傾 向 が 認 め ら れ た . 「 リ バ ウ ン ド -No 」 群 に お い て は , 「 Go al 」 群 が -

7 .4（ 8 6. 2% ） で 他 の 3 群 と 比 較 し 有 意 に 低 い 傾 向 が ,「 Blo ck 」 群 に お

い て は 4.7（ 99 .1 % ） と 有 意 に 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た . こ の 事 に よ り , 仮

説 1 が 支 持 さ れ た .  

 

表 8  シ ョ ッ ト の 結 果 と リ バ ウ ン ド の 残 差 分 析  

 

 

5 ） シ ュ ー タ ー の 利 き 手 （ 表 9 ）  

シ ュ ー タ ー の 利 き 手 に 関 し て カ イ 二 乗 検 定 を 行 っ た 結 果 , 有 意 差 は

認 め ら れ な か っ た .   

 

表 9  シ ョ ッ ト の 結 果 と 利 き 手 の 残 差 分 析  
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Ⅳ .考 察  

1.  シ ョ ッ ト の 結 果  

分 析 項 目 は , NHL で パ フ ォ ー マ ン ス 分 析 に 活 用 さ れ て い る C or s i の

定 義 に 基 づ き , 設 定 さ れ た . そ の 分 析 手 法 を 利 用 し , 本 研 究 で は , 従 来 各

連 盟 に よ り 公 式 記 録 に 記 載 さ れ て い る ゴ ー ル と セ ー ブ の み な ら ず , ブ

ロ ッ ク シ ョ ッ ト と ミ ス シ ョ ッ ト を 取 り 入 れ る こ と に よ り 大 き な シ ョ

ッ ト デ ー タ の 標 本 を 入 手 す る こ と が で き た . 標 本 と し た 全 シ ョ ッ ト 試

行 数 2 905 本 の 内 , ゴ ー ル は 6. 5 %（ 1 89 本 ） の み で あ っ た . つ ま り , 大 学

生 の 試 合 に お い て , シ ョ ッ ト 試 行 1 0 0 回 あ た り 6 点 の ゴ ー ル が 生 じ る

こ と が 分 か っ た . サ ッ カ ー で は 攻 撃 回 数 1 00 回 に 対 し 1 得 点 が 生 じ る

2 4 ） こ と か ら , ア イ ス ホ ッ ケ ー も サ ッ カ ー と 類 似 し て 得 点 期 待 値 の 低 い

と い う 競 技 特 性 が あ る と 言 え る . こ の こ と は , ア イ ス ホ ッ ケ ー が ス ケ ー

ト リ ン ク 上 に 6 人 ず つ い る 中 , 高 さ 1 .2 2 m, 幅 1 .83 m の ゴ ー ル ポ ス ト 内 ）

に 直 径 7 .6 2 cm, 厚 さ 2. 54 cm の パ ッ ク を 入 れ な く て は な ら な い こ と か

ら も 推 察 で き る . ま た , シ ョ ッ ト 試 行 に 対 す る 各 項 目 カ イ 二 乗 検 定 及 び

残 差 分 析 の 結 果 ,「 シ ョ ッ ト の 種 類 」,「 シ ョ ッ ト の 位 置 」,「 数 的 状 況 」,

「 リ バ ウ ン ド の 有 無 」 に 統 計 的 有 意 差 が あ る と 示 さ れ た .  

 

2 .  シ ョ ッ ト の 種 類  

統 計 結 果 よ り ,S la p 時 に 「 Go al 」 ,「 Sa ve 」 と な る 確 率 が 有 意 に 低 く ,

「 Mis s 」 の 判 定 と な る 確 率 が 有 意 に 高 く な る 傾 向 が 見 ら れ た が , こ れ

は S la p が 前 動 作 の 大 き い シ ョ ッ ト で あ る こ と 1 0 ) , ま た そ の た め 狙 い を

絞 り づ ら い シ ョ ッ ト で あ る こ と が 要 因 と し て 考 え ら れ る . ま た , Sn ap

の 「 Goa l 」 ,「 Blo ck 」 の 割 合 が 有 意 に 高 く な り ,「 Mi ss 」 の 割 合 が 有 意

に 少 な く な る 傾 向 が 見 ら れ た が , そ れ は S nap が 全 体 の 60 % 以 上（ 表 3 ）
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を 占 め る 本 数 が 多 い シ ョ ッ ト で あ る こ と に 加 え , 必 要 に 応 じ て 前 動 作

が 少 な く 瞬 時 に 打 て る 特 性 が あ る こ と が 要 因 と し て 考 え ら れ る .  Ti p -

in の 際 ,「 Go al 」,「 Mi s s」と な る 割 合 が 有 意 に 高 く , そ れ 以 外（「 S a ve 」,

「 Blo ck 」）の 結 果 に な る 確 率 は 有 意 に 低 い 傾 向 が 見 ら れ た . こ の こ と か

ら ,  Ti p -in が 味 方 の シ ョ ッ ト や パ ス の 軌 道 を 変 え る シ ョ ッ ト で あ る と

い う 特 性 を 持 つ こ と と , 全 体 の 2 .5 %（ 7 3 本 ）と 本 数 が 少 な い こ と か ら ,  

難 易 度 が 高 く , 当 た っ て も ミ ス シ ョ ッ ト に な り や す い , つ ま り ゴ ー ル を

外 し や す い が , 当 た れ ば 急 に 角 度 が 変 わ り GK の 対 応 が 遅 れ る た め 得

点 し や す い の で は な い か と 考 え ら れ る . ま た ,Ti p -in の 際 に 最 も 重 要 な

の は プ レ イ ヤ ー が ス ク リ ー ン す る の と 同 時 に G K の 前 に 出 る こ と で あ

る 2 2 ) と さ れ て い る こ と か ら , G K と シ ュ ー タ ー の 距 離 が 近 い , も し く は

ス ペ ー ス が 無 い 場 合 が 多 い た め に 相 手 プ レ イ ヤ ー に よ る ブ ロ ッ ク が

間 に 合 わ な い の で は な い か と 考 え ら れ る . こ れ は Tip -in が「 Blo ck 」と

な っ た の が 全 体 の 0 .3 % （ 2 本 ） の み で あ っ た こ と か ら も 推 察 さ れ る .  

こ の 2 種 類 の シ ョ ッ ト の 検 定 結 果 に よ り , 仮 説 1「 Sna p や Ti p -in の

方 が , そ の 他 （ Ba ckh and,  S l ap ,  Wr ap  a rou nd,  Wr is t ） に 比 べ , 得 点 し や

す い だ ろ う . 」 が 支 持 さ れ た .  

 

3 .  シ ョ ッ ト の 位 置  

統 計 結 果 よ り ,「 1A 」 ,「 1 B」 ,「 2A 」 ,「 5A 」 ,「 5 B 」 か ら の シ ョ ッ ト

に よ る ゴ ー ル が 有 意 に 高 く な る 傾 向 が 見 ら れ た . こ れ は , い わ ゆ る ス ロ

ッ ト や ロ イ ヤ ル ロ ー ド 1 1 ) と 呼 ば れ て い る , 得 点 率 の 高 い と さ れ て い る

エ リ ア に 当 た る . こ の こ と か ら , 仮 説 2 「 ゴ ー ル 付 近 の エ リ ア 5 が そ の

他 の エ リ ア よ り も 得 点 し や す い だ ろ う . 」が 支 持 さ れ る 結 果 と な っ た と

言 え る . し た が っ て , エ リ ア 5 か ら の シ ョ ッ ト を 増 や す こ と が 戦 略 を 立
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て る 際 に 役 立 つ の で は な い か と 考 え ら れ る .  

 

4 .  数 的 状 況  

検 定 に お い て , ゴ ー ル 時 に 数 的 同 数 の E ve n で あ る 割 合 が 有 意 に 少 な

く , 同 じ く ゴ ー ル し た 時 に 数 的 不 利 の Sho rth and の 状 況 で あ る こ と が

有 意 に 多 い と い う 結 果 に な っ た . 仮 説 3 で は 「 Pow er pl a y （ 数 的 有 利 ）

時 は そ の 他（ E ve n（ 数 的 同 数 ）と S ho rtha nd（ 数 的 不 利 ））に 比 べ 得 点

率 が 高 く な る . 」と 予 想 し た が , 本 研 究 で は 仮 説 は 支 持 さ れ な か っ た . 秋

の 大 学 リ ー グ 戦 で は 同 じ I 部 グ ル ー プ A 同 士 の 大 学 が 総 当 た り 戦 を 行

う が , 春 の 秩 父 宮 杯 の 大 会 で は ト ー ナ メ ン ト 方 式 で グ ル ー プ A 以 下 の

チ ー ム と も 対 戦 す る . そ の よ う な ス キ ル の 差 の あ る チ ー ム と の 対 戦 を

対 象 と し て 加 え て い た こ と が , Sho r th an d 時 の ゴ ー ル の 割 合 が 高 く な

っ た 一 因 と し て 考 え ら れ る . デ ィ フ ェ ン シ ブ ゾ ー ン で の 防 戦 か ら タ ー

ン オ ー バ ー に 成 功 し た 際 に Sho r th an d で の ゴ ー ル が 見 受 け ら れ た . そ

の 理 由 を 知 る た め に は , シ ョ ッ ト 直 前 の プ レ ー な ど の 他 項 目 を 収 集 す

る 必 要 が あ る と 思 わ れ る .  

 

5 .  リ バ ウ ン ド の 有 無  

リ バ ウ ン ド の 有 無 と ゴ ー ル の 有 無 の 割 合 の 差 に は 統 計 学 的 な 有 意

差 が あ る と 認 め ら れ , 仮 説 4 「 リ バ ウ ン ド 後 の シ ョ ッ ト の 方 が , そ れ 以

外 の シ ョ ッ ト に 比 べ て 得 点 し や す い だ ろ う .」が 支 持 さ れ た . 同 時 に , リ

バ ウ ン ド 後 の シ ョ ッ ト に よ り ゴ ー ル す る 確 率 が 有 意 に 高 い 傾 向 に あ

る こ と が 示 唆 さ れ た . ま た , リ バ ウ ン ド 後 の シ ョ ッ ト の 際 は ブ ロ ッ ク シ

ョ ッ ト に な り に く い 傾 向 に あ る こ と も 本 研 究 に お い て 示 さ れ た . こ れ

は , デ ー タ 集 計 中 に も 散 見 さ れ た が , リ バ ウ ン ド 後 の シ ョ ッ ト は , GK が
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パ ッ ク を フ リ ー ズ （ グ ロ ー ブ 内 に 収 め る こ と ） し き れ ず こ ぼ れ た パ ッ

ク を 叩 く 場 合 な ど に 見 ら れ , G K と 攻 撃 側 の プ レ イ ヤ ー と の 間 に 距 離

が 短 く , 相 手 プ レ イ ヤ ー を 挟 ま な い 状 態 で 行 わ れ て い る こ と が 多 い た

め で あ る と 考 え ら れ る .  

 

6 .  シ ュ ー タ ー の 利 き 手  

シ ュ ー タ ー の 利 き 手 に 有 意 差 は 見 ら れ ず , 仮 説 5「 利 き 手 に よ っ て 得

点 し や す さ は 変 わ ら な い の で は な い か 」は 支 持 さ れ た . こ れ は ,  ア イ ス

ホ ッ ケ ー の 利 き 手 が , 表 3 か ら 読 み 取 れ る よ う に 左 利 き が 約 4 6 %, 右 利

き が 約 54 % と , テ ニ ス や 野 球 な ど の よ う に 大 き な 偏 り が な い こ と が 要

因 と し て 考 え ら れ る .  

 

V . 結 論  

本 研 究 の 目 的 は , ア イ ス ホ ッ ケ ー の シ ョ ッ ト 分 析 の 基 盤 と な る 項 目

を 定 義 づ け , 提 案 す る こ と と , そ の 分 析 項 目 に 基 づ い た デ ー タ の 収 集 に

よ り , 分 析 項 目 と 得 点 し や す さ の 検 討 を 行 う こ と で あ っ た .  

先 行 文 献 や 海 外 の 統 計 分 析 サ イ ト , ス ポ ー ツ デ ー タ 会 社 な ど , 様 々 な

情 報 を 元 に シ ョ ッ ト の 分 析 項 目 が 作 成 さ れ た . ま た , カ イ 二 乗 検 定 に よ

り 有 意 傾 向 が 認 め ら れ , 仮 説 1 , 仮 説 2 , 仮 説 3 , 仮 説 4 が 支 持 さ れ る 結 果

と な っ た . そ れ に よ り , 得 点 し や す い 条 件 が 明 ら か に な っ た . 本 研 究 に

お い て 作 成 し た 分 析 項 目 を 元 に , 更 な る デ ー タ の 収 集 と 違 う 観 点 か ら

の 分 析 を 行 な っ て い く 事 に よ り , 新 た な ゲ ー ム 分 析 の 知 見 が 得 ら れ , 指

導 現 場 で 練 習 や 戦 略 を 組 み 立 て る 際 に 役 立 つ の で は な い か と 考 え ら

れ る . ま た , 研 究 の 限 界 と し て コ ロ ナ 禍 の 大 会 を 対 象 と し た た め 棄 権 試

合 が あ り , 大 会 の 全 て の 試 合 を 分 析 す る こ と が で き な か っ た こ と , ま た ,
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今 回 定 義・集 計 で き な か っ た シ ョ ッ ト を す る 前 の 動 き , 相 手 選 手 の 有 無 ,

シ ョ ッ ト の 距 離・角 度 な ど , 得 点 要 因 が 他 に も あ る の で は な い か と い う

こ と , 得 点 期 待 値 の 予 測 式 の 算 出 が で き な か っ た こ と が 課 題 と し て 挙

げ ら れ る .  

 

Ⅵ .参 考 文 献  

1 ） C hri s  John s ton .  “ Co rs i ,  Fen wi ck  to  s po rt  new  n a mes  on  NH L . co m” .  

Spor t sne t .  20 15 -2 -19 .  h t tp s :/ /www .s po rt sne t . ca/ ho cke y/n hl/ co rs i -

fenwi ck -s por t -ne w-na me s -nh l - co m/,  ( ci t ed  20 23 -1 2-31 ) .  

2 ） Dan ie l  Go ld fa rb .  A n  Ap pl ica t ion  o f  T opo lo gi ca l  Da ta  An al ys i s  to  

Ho cke y An al y t i c s .  arX i v.o rg .  2 014 ,  ab s/ 140 9. 76 35 .  

ht tps : //a pi . se man ti c s cho la r .o r g/ Cor pu sI D:36 210 72 7 ,  （ c i ted  2 02 3-

10 -17 ） .  

3 ）引 木 孝 夫 . ア イ ス ホ ッ ケ ー の 技 術 と 戦 法 . 東 京 , 講 談 社 , 198 5, 17 8p ,（ 講

談 社 ス ポ ー ツ ） , IS BN 4 -0 6-14 147 4 -7 .  

4）In ter na t ion al  I ce  Ho cke y  Fede r at ion .  C oa ch  De ve lop men t  Pro g ra m,  

Le ve l  1 ,  Co ach  Man ua l .  Z ur i ch ,  Swi t ze r l a nd,  I IHF ,  2 00 7.  

5）Ken  Kr zywi cki .  “S hot  Qu al i t y  Mode l ,  A logi s t i c  re gr es s ion  a p pro a ch  

to  as se ss i ng  NH L  sho t s  o n  goa l ” .  20 05 -1 ,  

ht tp:// www .ho cke yan al y t i cs . co m/ Re sea r ch_f i le s /Sho t_ Qu al i t y_ Kr zy

wicki . pdf ,  （ ci ted  20 23 -1 0 -17 ） .  

6 ） 国 際 ア イ ス ホ ッ ケ ー 連 盟 . 20 21/ 22 年 度 ア イ ス ホ ッ ケ ー 公 式 国 際 競

技 規 則 . 国 際 ア イ ス ホ ッ ケ ー 連 盟 , 202 1, 24 0p ,  

ht tps : //ww w.j ihf .o r . j p/ co mmon /pd f/2 02 1_2 2_ II HF_ R ule Boo k_ In ter a

k t i v_ 012 6_ 20 230 91 3. pdf ,  （ 参 照  202 4 -1 -5 ） .  

https://www.sportsnet.ca/hockey/nhl/corsi-fenwick-sport-new-names-nhl-com/
https://www.sportsnet.ca/hockey/nhl/corsi-fenwick-sport-new-names-nhl-com/
https://api.semanticscholar.org/CorpusID:36210727
http://www.hockeyanalytics.com/Research_files/Shot_Quality_Krzywicki.pdf
http://www.hockeyanalytics.com/Research_files/Shot_Quality_Krzywicki.pdf
https://www.jihf.or.jp/common/pdf/2021_22_IIHF_RuleBook_Interaktiv_0126_20230913.pdf
https://www.jihf.or.jp/common/pdf/2021_22_IIHF_RuleBook_Interaktiv_0126_20230913.pdf


 28 

7 ） 国 際 ア イ ス ホ ッ ケ ー 連 盟 . 20 18 -2 022 年 度 ア イ ス ホ ッ ケ ー 公 式 国 際

競 技 規 則 ＜ 日 本 語 版 ＞ . 東 京 , 国 際 ア イ ス ホ ッ ケ ー 連 盟 , 201 8, 18 9p .  

8）桑 田 佳 明 . ア イ ス ホ ッ ケ ー ア ジ ア リ ー グ の プ レ ー オ フ に お け る 勝 因 .

神 戸 大 学 .  2 01 4,  学 士 論 文 .  h t tp s :/ /ww w.b . kobe -

u. a c. j p/ ~u ch ida / le c tu re/ se min a r/ i ce .pd f ,  （ 参 照  20 23 -1 0 -17 ） .  

9 ） M ar kku  Ka s ken maa .  Usin g  D a ta  A na ly t i cs  in  Ho cke y  P la yer  T alen t  

Iden ti f i ca t ion .  Oul u  Uni ver s i t y  o f  A ppl i ed  S cien ce s .  202 3,  M as te r ’ s  

the s i s .  

10 ） Ma son  Krue ge r ;  J a mes  E nos .  “ Fenwi ck  and  Co rs i  in  A r my  Ho cke y,  

Inco r por a t in g “S ho t -Zones ”  a nd  Rebo u nds  in to  We ig hted  Sho ts ” .  

Pro ceedin gs  o f  the  Annu al  G ener a l  Donal d  R .  Ke i th  Me mo ri a l  

Confe ren ce .  Wes t  Po in t ,  New  Yo r k,  USA,  20 21 -4 -29 ,  A  R egio na l  

Confe ren ce  o f  the  So cie ty  fo r  In du st r i a l  and  S yste ms  En ginee r in g.   

11 ） Mii ka  E lo mo;  T uu kka  P o i konen .  An al yzin g  re ason s  behin d  th e  

goa ls  in  i ce -ho cke y.  H aa g a -He l i a  Uni vers i t y  o f  Ap pl i ed  S cie nces ,  

201 5,  Ba che lor ’s  thes i s .  

12 ） M. La ksh man .  “ Ky le  D uba s  h i r i ng  a  v ic to r y  fo r  ho cke y  an al y t i cs ” .  

C BC  Spo r ts .  201 4 -7 -2 2.  h t tp s :/ /www . cb c. ca/s po rt s/ ho cke y/nh l/ kyle -

duba s -hi r in g -a -vi c to r y -fo r-ho cke y -an al y t i c s -

1 .2 71 455 6#: ~: te xt=The %2 0 NH L %2 0 club %2 0on% 20 Tue sd a y, Da ve %2

0Po ul in %2 0le a ve %2 0the %20 te a m ,  （ ci te d  202 4 -1 -5 ） .  

13 ）Na mita  Nan da ku ma r;  Sh ane  T .  J ensen .  His to r i ca l  Pe r spe c t i ve s  an d  

Cu rre nt  Dir ec t i ons  i n  Ho cke y  An al y t i cs .  Annu al  Re vie w  o f  S tat i s t i c s  

and  I ts  A ppl i ca t ion .  2 01 9,  vo l .6 ,  p .19 -36 .  

ht tps : //do i .o rg /10 .1 14 6/a nnu re v -s t at i s t i cs -03 071 8 -10 52 02 ,  （ ci te d  

https://www.b.kobe-u.ac.jp/~uchida/lecture/seminar/ice.pdf
https://www.b.kobe-u.ac.jp/~uchida/lecture/seminar/ice.pdf
https://www.cbc.ca/sports/hockey/nhl/kyle-dubas-hiring-a-victory-for-hockey-analytics-1.2714556#:~:text=The%20NHL%20club%20on%20Tuesday,Dave%20Poulin%20leave%20the%20team
https://www.cbc.ca/sports/hockey/nhl/kyle-dubas-hiring-a-victory-for-hockey-analytics-1.2714556#:~:text=The%20NHL%20club%20on%20Tuesday,Dave%20Poulin%20leave%20the%20team
https://www.cbc.ca/sports/hockey/nhl/kyle-dubas-hiring-a-victory-for-hockey-analytics-1.2714556#:~:text=The%20NHL%20club%20on%20Tuesday,Dave%20Poulin%20leave%20the%20team
https://www.cbc.ca/sports/hockey/nhl/kyle-dubas-hiring-a-victory-for-hockey-analytics-1.2714556#:~:text=The%20NHL%20club%20on%20Tuesday,Dave%20Poulin%20leave%20the%20team
https://doi.org/10.1146/annurev-statistics-030718-105202


 29 

202 3-11 -27 ） .  

14 ） NH L.  “ NH L -S ta t i s t i cs -S ho ts  b y  T ype” .  20 24 -1 -7 .  NH L. co m,   

ht tps : //ww w.n hl . co m/ sta ts / tea ms? repo r t=s ho ttype& re por tT ype =sea

son& sea sonF ro m=2 022 20 23& se ason To =2 022 202 3& ga me T yp e=2&f i l t

e r =g a mes P la ye d , g te , 1&s or t=s ho ts On Ne t , shoo tin g P ct&p ag e=0& pa ge

Size =50 ,  （ ci te d  20 24 -1 -7 ） .  

15 ） NHL  Pu bl i c  Re l a t ion s .  “ NHL  o f fe rs  on l ine  a cces s  to  1 00  ye ar s  o f  

p l a yer ,  tea m,  ga me  s t at s ” .  NHL . co m.  2 017 -9-

28. h ttp s :// www .nh l . co m/ new s/nh l -hi s tor ica l - s t a ts - pre s s- re lea se -

291 394 42 0 ,  （ ci ted  202 3 -12 -31 ） .  

16 ） Ni cho la s  J .  Co t son i ka .  “ NH L  pu t s  h i s tor ica l  s t at s  at  you r  

f inge r t ip s ” .  NHL . co m.  20 17 -9 -2 8. h ttp s :// www .nh l . co m/ new s/nh l -

hi s to r i ca l -s t at s -now -a va i l ab le -2 91 389 80 4 ,  （ ci ted  20 23 -1 2 -31 ） .  

17 ）大 木 健 翔 . ア イ ス ホ ッ ケ ー に お け る 勝 敗 の 決 定 要 因 . 神 戸 大 学 . 201 3,

学 士 論 文 .  h t tp s :/ /ww w.b . kobe -

u. a c. j p/ ~u ch ida / le c tu re/ se min a r/ i ce ho ckey .pd f ,  （ 参 照  2 02 4 -1 -8 ） .  

18 ） 大 室 広 一 . 図 解 コ ー チ  ア イ ス ホ ッ ケ ー . 東 京 , 成 美 堂 出

版 ,19 96 ,2 23 p, （ ス ポ ー ツ シ リ ー ズ ） , IS BN 4 -415 - 004 39 -3 .  

19 ） 柴 山 實 . ル ー ル ま る わ か り  ア イ ス ホ ッ ケ ー . 東 京 , 高 橋 書

店 ,19 89 ,1 35 p, （ ス ポ ー ツ 観 戦 シ リ ー ズ ） , ISBN 4- 47 1 -14 36 7-0 .  

20 ） 島 野 拓 也 ;  長 野 遼 太 ; 豊 東 柊 哉 ; 万 代 悠 作 .「 ア イ ス ホ ッ ケ ー 動 画 を

用 い た 戦 略 分 析 フ レ ー ム ワ ー ク の 提 案 」 . 202 0 年 度 人 工 知 能 学 会 全 国

大 会 . オ ン ラ イ ン ,2 02 0-6 .  

21 ） S te phen  W S hep s .  Cor s i ,  Fen wi ck and  Gr a ms c i :  How  b lo g ger s  and  

ad va nced  ana l yt i cs  ar e  ch ang ing  the  Nat iona l  Ho cke y  L ea gue .  

https://www.nhl.com/stats/teams?report=shottype&reportType=season&seasonFrom=20222023&seasonTo=20222023&gameType=2&filter=gamesPlayed,gte,1&sort=shotsOnNet,shootingPct&page=0&pageSize=50
https://www.nhl.com/stats/teams?report=shottype&reportType=season&seasonFrom=20222023&seasonTo=20222023&gameType=2&filter=gamesPlayed,gte,1&sort=shotsOnNet,shootingPct&page=0&pageSize=50
https://www.nhl.com/stats/teams?report=shottype&reportType=season&seasonFrom=20222023&seasonTo=20222023&gameType=2&filter=gamesPlayed,gte,1&sort=shotsOnNet,shootingPct&page=0&pageSize=50
https://www.nhl.com/stats/teams?report=shottype&reportType=season&seasonFrom=20222023&seasonTo=20222023&gameType=2&filter=gamesPlayed,gte,1&sort=shotsOnNet,shootingPct&page=0&pageSize=50
https://www.nhl.com/news/nhl-historical-stats-press-release-291394420
https://www.nhl.com/news/nhl-historical-stats-press-release-291394420
https://www.nhl.com/news/nhl-historical-stats-now-available-291389804
https://www.nhl.com/news/nhl-historical-stats-now-available-291389804
https://www.b.kobe-u.ac.jp/~uchida/lecture/seminar/icehockey.pdf
https://www.b.kobe-u.ac.jp/~uchida/lecture/seminar/icehockey.pdf


 30 

In te rn a t ion al  Re vi ew for  the  So cio log y  o f  Spo r t .  2 020 ,  55 (8 ) ,  p .1 19 2 -

121 1.  h t tp s : //do i .o rg/ 10 .1 177 /1 012 69 02 198 691 92 ,  （ c i te d  20 24 -1 -5 ）.  

22 ） T er hi  Mer tanen .  Goa l  S co r in g  In  Wo men ’s  I ce  Ho ckey  Re f le c t in g  

On  Scor in g  Re co mmend ati ons  –  P ye ong ch an g  Ol ympi cs  &  F inni sh  

Pl a yof f s  2 018 .  Ha a ga -Hel ia  Uni ve r s i t y  o f  A ppl ied  S cie n ces ,  2 019 ,  

Bache lo r ’s  The s i s .  

23 ） T ho mas  A .  Bu ckl e y;  Ke lse y  N.  Br yk;  Ka th r yn  L .  V an  Pe l t ;  e t  a l .  

Con cu ss ion  a nd  Na tio na l  Ho cke y  Le ag ue  P la ye r  Pe rfor man ce :  An  

Ad va nced  Ho cke y  Me t r i c s  Ana l ys i s .  J  A th l  T r ain .  2 01 9,  5 4( 5) ,  p . 527 -

533 .  d oi :  1 0 . 40 85/ 106 2 -60 50 - 200 -18 , （ ci ted  202 3 -10 -17 ） .  

24 ） 吉 田 充 . サ ッ カ ー の ス タ ッ ツ デ ー タ を 対 象 と し た 得 点 要 因 の 推 定 .

北 海 学 園 大 学 経 営 論 集 . 20 22 ,  vo l .1 9 ,  no .4 ,  p .1 -1 3.  

25 ）渡 部 馨 ; 片 山 晋 次 . ア イ ス ホ ッ ケ ー の ゲ ー ム 分 析（ 1 ）シ ョ ッ ト 記 録

に つ い て の 考 察 . 苫 小 牧 工 業 高 等 専 門 学 校 紀 要 .1 971 , 第 6 号 ,  p .8 7 -98 .  

ht tps : //ww w. to ma ko ma i -c t .a c . j p/w p01 /w p -

con ten t/ up load s/ 20 14/ 06/ ki yo u6 -1 1. pdf ,  （ 参 照  20 22 -1 1 -27 ） .  

  

https://doi.org/10.1177/1012690219869192
https://www.tomakomai-ct.ac.jp/wp01/wp-content/uploads/2014/06/kiyou6-11.pdf
https://www.tomakomai-ct.ac.jp/wp01/wp-content/uploads/2014/06/kiyou6-11.pdf


 31 

謝 辞  

本 論 文 の 執 筆 に あ た り ,  指 導 教 官 と し て 様 々 な 助 言 や ご 指 導 を 賜 り

ま し た 倉 石 平 教 授 に , 心 よ り 御 礼 申 し 上 げ ま す . 専 門 と さ れ て い る バ ス

ケ ッ ト ボ ー ル に 限 ら ず , 他 競 技 へ の 造 詣 の 深 さ , 競 技 に 関 わ ら ず 幅 広 い

知 識 を 教 え て い た だ い た こ と で , 学 び の 機 会 を 与 え て い た だ き , 知 恵 を

授 け て く だ さ い ま し た . あ り が と う ご ざ い ま し た .  

副 査 を 快 く 引 き 受 け て く だ さ っ た , 合 同 ゼ ミ の 際 な ど に 様 々 な 観 点

か ら ご 指 摘 い た だ き , 度 々 励 ま し の お 声 が け く だ さ っ た 堀 野 博 幸 教 授 ,

松 井 泰 二 教 授 に は , 大 変 お 世 話 に な り ま し た . 心 よ り 御 礼 申 し 上 げ ま す .  

ま た 様 々 な 意 見 を く だ さ っ た 倉 石 研 究 室 の 方 々 , 合 同 ゼ ミ の 皆 様 , 動

画 を 提 供 い た だ い た To kyo  I ce  Ho cke y  C hanne l の 皆 様 , 応 援 し て く れ

た 友 人 達 , 支 え て く れ た 家 族 と , 本 論 文 の 執 筆 に あ た り ご 協 力 い た だ い

た 皆 様 に , 深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す .  

 

村 松  薫  


	I．諸言
	１.アイスホッケーの概要
	2.先行研究
	1）NHLにおけるアイスホッケー分析の歴史
	2）国内におけるゲーム分析

	3.研究目的

	II.研究方法
	1.分析対象および時期
	2.分析項目
	1）ショットの結果（Outcome）
	2）ショットの種類（Shot Types）
	（1）バックハンドショット（Backhand）
	（2）スラップショット（Slap）
	（3）スナップショット（Snap）
	（4）チップイン（Tip-in）
	（5）ラップアラウンド（Wrap around）
	（6）リストショット（Wrist）

	3）ショットの位置（Shot Area）
	4）数的状況（Strength）
	5）リバウンド（Rebound）
	6）シューターの利き手（Left/Right-Handed）

	3.分析方法
	4.統計処理
	1）ゴールとゴール以外のショット割合の比較


	Ⅲ.結果
	2.カイ二乗検定の結果
	1）ショットの種類（表5）
	2）ショットの位置（表6）
	3）数的状況（表7）
	4）リバウンドの有無（表8）
	5）シューターの利き手（表9）


	Ⅳ.考察
	1. ショットの結果

	Ⅵ.参考文献

